
CASE  STUDY

2012 年 8月、日本の総合商社である
伊藤忠商事株式会社と、持続可能な
ライフスタイルを提案する株式会社
KURKKU（以下、クルック）は、「プレオー
ガニックコットンプログラム」（以下、
POCプログラム）を通じてインドのコッ
トン栽培農家における収入増加と健
康改善を目指し、「ビジネス行動要請」
（Business Call to Action：BCtA）に
参加しました。 

伊藤忠商事とクルックのイニシアティブ
の数値目標 ：
• POCプログラムの拡大により、

2015 年までにインドの 8,500 軒
のコットン栽培農家のオーガニッ
ク栽培への移行を支援する

• 1 万 2,000 ヘクタールの土地で
農薬の使用を廃止して、農民の
健康を改善するとともに、農家
の収入を最大 20%増加させる

伊藤忠商事・クルック： インドにおける
オーガニックコットン栽培への移行を支援

ビジネスモデル
コットン栽培がインドの全耕地面積に占
める割合はわずか 5%ですが、その農薬
使用量は同国全体で使用される農薬の約
50%を占めています。従来型のコットン
栽培では農薬が頻繁に使用され、そのコ
ストが農家にとって大きな経済的負担で
あるほか、皮膚病や呼吸器系疾患など、
深刻な健康被害の原因となっています。

インドのオーガニックコットンの生産量は
全世界の約 70～ 80%を占めています。
コットンのオーガニック栽培は長期的に
は経済面、および健康面で大きなメリッ
トをもたらしますが、多くの農家にとっ
て、オーガニック栽培に移行することは
経済的に困難な現状です。オーガニック
認証の取得には移行期間として3年を要
しますが、その間の収穫量は状況によっ
ては 20～ 30%減少することがあります。
また、移行期間中に栽培されたコットン
は、無農薬であっても付加価値が付かず、
一般のコットンと同じ価格で取引されま
す。収穫量、ひいては収入が減るだけで
なく、認証手続きには多額の費用がかか
るため、多くの農家にとってそれを負担
するのは困難です。

イニシアティブの概要

67 か国に 125 の事務所を展開する総合
商社の伊藤忠商事は、インドのマディヤ・
プラデシュ州とマハーラーシュトラ州の企

  
POCプログラムの推進を通じて、
当社は環境配慮型ビジネスの実践
をサプライチェーンに組み込み、
企業市民としての社会的責任を果
たすことができます。
伊藤忠商事株式会社　
代表取締役 専務執行役員　
岡本均

POCプログラムは、どんな良いこと
につながっているか、わかりやすい
ところが優れていると思います。こ
れまで推進してきて、私はこのプ
ログラムが人々の信頼を積み重ね
ながら広げていくことができる、本
当によい方法だと確信しています。
BCtA に参加することで、このプロ
グラムをより多くの人々に知っても
らい、新しい信頼を生んでいくこと
で、インドの農家の生活改善につ
ながっていくことを願っています。
株式会社 KURKKU　
代表取締役　
小林武史



イニシアティブの推進方法
世界の繊維市場において、オーガニック
コットンは注目を集めています。世界で
生産されるオーガニックコットンの 70 ～
80% がインドで生産されており、インド
産のオーガニックコットンは世界市場で
重要な役割を果たしています。しかし、
インド国内のコットン生産量のうち、オー
ガニックコットンの占める割合はわずか
1%です。 

オーガニックコットンの需要は徐々に高ま
る一方で、次のような理由から、インド
の農家にとってオーガニック栽培への移
行は困難な状況にあります。

• 収穫減：オーガニック認証取得までの
3年間の移行期間は、栽培状況により
収穫量が 20 ～ 30%も減少することが
ある
• 収入減：収穫が減ることにより、収入
が減少する
• オーガニック認証手続きの負担：認証
の取得には時間とコストがかかり、認
証の知識や資金のない農家には負担が
大きい

これらの課題を解決するため、POCプロ
グラムでは、次の 4つの策で農家を支援
しています。

• 種まきの前に農家に買い取り量保証を
し、移行期間中に栽培されたコットン
を一般のコットンよりも高い価格で買い
取る

• 農村に指導員を派遣し、オーガニック
農法の指導を行う
• 農地のオーガニック認証を取得する
• 非遺伝子組換え種子を農家に配布する

このプログラムで伊藤忠商事とクルック
は、マディヤ・プラデシュ州の繰綿企業「ラ
ジエコファーム」（Raj-Ecofarm）と、マ
ハーラーシュトラ州の繊維企業「ディー
サン」（Deesan）という現地企業 2 社と
協力しています。両社はコットンを栽培し
ている農村を訪問して農家と直接コミュ
ニケーションを取り、POCプログラムを
紹介し、オーガニック栽培の希望者を募
ります。両社はその後、農家に対してオー
ガニック栽培の指導を行い、非遺伝子組
換え種子を農家に配布するとともに、農
地のオーガニック認証を取得して、コット
ンを買い取り、伊藤忠商事やその他の国
内バイヤーに販売しています。 

そして伊藤忠商事は、POCプログラム全
体のサプライチェーンを管理するととも
に、クルックや日本のアパレルブランド
にプレオーガニックコットンを販売してい
ます。クルックは、アパレルブランドとの
ネットワークやさまざまなイベントを通じ
て、プレオーガニックコットンの普及を進
めています。

業 2社と協力してPOCプログラムを
実施しています。これらの現地企業は、
オーガニック栽培に関心のあるコット
ン農家を特定し、農家にオーガニック
農法を教え、非遺伝子組換え種子を
配布するとともに、農地のオーガニッ
ク認証を取得します。また、伊藤忠商
事はこれらの現地企業を通じて、一般
のコットンよりも高い価格でプレオー
ガニックコットンを買い取ることを農
家に保証しています。 
 
環境に優しい製品を販売することで持
続可能なライフスタイルを提案するク
ルックでは、プレオーガニックコットン
をアパレルブランドに提案することで、
特に環境意識の高い消費者とPOCプ
ログラムに参加する農家とを結び付け
ています。このような活動を通じてク
ルックは、インドの農家がより健全な
生活を送れるよう、環境に優しい消費
者行動を促進しています。



2008 年に POCプログラムが開始されて
以降、プレオーガニックコットンは毎年収
穫され、2010 年にはプログラム第一期の
農家が3年間の移行期間を終了しました。 

ビジネスへのインパクト
2008 年のプログラム立ち上げから2012
年までに、伊藤忠商事のプレオーガニック
コットンの年間売上高は 3倍以上に増加
しました。この年、プレオーガニックコッ
トンの販売は 1,000トンにのぼり、関連商
品の売上高は 3億円に達しました。同社
は 2015 年には 5,000トン、2017 年には
10,000トンのプレオーガニックコットンの
販売を見込んでおり、これによって関連商
品の売上高はそれぞれ 23 億円、50 億円
に増加すると予想しています。

POCプログラムの成果として、クルックの
2012 年の売上高も、2008 年と比較して
500%、金額にして2億 8,000 万円増加し
ました。

開発へのインパクト
オーガニック農法では化学肥料や農薬を
使用しないため、農民の健康状態に改善
が見られました。また、農薬を購入する
必要がなくなったため、農家の経済的負
担も減りました。農地がオーガニック認証
を受けることでコットンの価格に付加価値
が付き、農家の収入が徐々に増加するこ
とも見込まれています。

2008 年に募った 608 軒の農家とともに開
始されたこのプログラムは、2012 年末時
点の参加農家数が 2,848 軒にまで増加し、

うち 1,184 軒の農家がオーガニック認証
を受けました。参加農家数は、今後も毎
年増加していくことが予想されています。

POCプログラムに参加している農家はコッ
トン栽培のほかに、無農薬の土地を活用
して輪作を行い、自家用や家畜用の作物
を栽培しています。2008 年以降、無農薬
の農地は拡大し続けて、2012 年、プレオー
ガニックコットンの農地は 2,700 ヘクター
ルに増加し、この年、オーガニック認証
を受けた農地は約 3,000 ヘクタールに達
しました。

イニシアティブの成果



主な成功要因 
オーガニック栽培への移行に意欲
的な農家への支援
POCプログラムは、オーガニック栽培へ
の移行に意欲的なコットン栽培農家が
オーガニック認証を受けられるよう、オー
ガニック栽培に関する研修と非遺伝子組
換え種子を提供します。

農家への買い取り保証
プレオーガニックコットンの買い取りを伊
藤忠商事が保証することにより、農家は
オーガニック栽培への移行において、経
済的な安全性を得ることができます。

消費者市場の変革 
クルックの貢献によって、日本市場、特に
持続可能な農業と、その環境面における
メリットを支持する若い消費者層に、プレ
オーガニックコットンのコンセプトが広く
普及しました。

伊藤忠商事とクルックは、インドの農家と
のパートナーシップを拡大し、2015年ま
でにさらに6,000軒のコットン農家がオー
ガニック栽培への移行を果たせるよう取
り組むことを計画しています。さらに、1
万 2,000 ヘクタールの土地で有害な農薬
が使用されなくなることによって土壌の改
善、農家の収入の増加と健康改善を目指
します。

また両社は、オーガニック栽培への移行
を望むより多くのインドの農家を支援でき
るよう、プレオーガニックコットンを日本
以外の国々にも拡大する予定です。 

  

次のステップと波及効果

BCtA に関するお問い合わせ先：
国連開発計画（UNDP）駐日代表事務所
Tel: 03-5467-4751
www.BusinessCalltoAction.org
www.jp.undp.org
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